
Ａ２

備　　考

（１）
１．
注１．

土木工事
堀削底面には砕石を敷き詰めランマ等で転圧後、８０ｍｍ～１００ｍｍになるようにする。

地盤が軟弱な場合は、深さ１０００ｍｍ程度の堀削をして土の入れ替えを行うこと。
注２．設置予定地がアスファルト舗装又は、鉄筋の無いコンクリート面の場合は、堀削範囲の

カッター・はつりを行った後、上記処理を行うこと。
（２）コンクリート基礎工事

１．基礎は、鉄筋コンクリート造り又はコンクリート造りとし、コンクリートの設計基準強度は

（３）貯槽の設置
１．バルク貯槽は、コンクリート基礎にアンカーボルトにより固定すること。

あと施工アンカーを用いる場合は、コンクリート製基礎に十分固着させたアンカーボルト
の場合よりも引抜力が弱くなるものがあるので、使用するあと施工アンカー製造業者の説

３．接地接続線（リード線）は、断面積５．５ｍｍ２以上を使用すること。
４．接地接続線は、φ１０×１０００ｍｍを標準とする。
５．接地接続線の接続は、接続線同士は、リングスリーブにて接続し、貯槽への接続は、

丸形端子にて貯槽の脚に設けてあるアース接続穴にボルトナットで固定する。

※　本図寸法は、基礎の参考最小寸法値であり、メンテナンススペース等を含まず、設置スペースとは
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砕石敷き・転圧

呼　　称

８０Ａ

品　　　　種

横型上取出し

Ｌ Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３ Ｄ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３

１００Ａ 横型上取出し

１５０Ａ 横型上取出し

２００Ａ 横型上取出し

３００Ａ 横型上取出し

５００Ａ 横型上取出し

９８０Ａ 横型上取出し

９８０ＡＥ 横型鏡取出し

２４００ＡＥ 横型鏡取出し

２９００ＡＥ 横型鏡取出し

ＬＰガスバルク貯槽

参考基礎図１－－－

株式会社 関東高圧容器製作所

日　付

図　名

製

品
名

図
番

作　製 検　図 検　図 承　認 尺　度

バルク事業部 ＢＬＨＣ－０３００５

４本アンカー用
参考図

Ｍ（呼径）

８

８

８

１０

１０

１２

１６

１６

２４

２４

アンカーボルト位置

４－Ｍ以上（アンカーボルトザイズ）

１６００ ５００ ６００ ５００ ９００ ２５０ ４００ ２５０

１６００ ５００ ６００ ５００ ９００ ２５０ ４００ ２５０

１６００ ４９０ ６２０ ４９０ ９００ １４０ ６２０ １４０

１８００ ５９０ ６２０ ５９０ １２００ ２９０ ６２０ ２９０

１８００ ５００ ８００ ５００ １２００ ２００ ８００ ２００

２２００ ６５０ ９００ ６５０ １４００ ２００ １０００ ２００

２６００ ７２５ １１５０ ７２５ １８００ ２２５ １３５０ ２２５

２６００ ７２５ １１５０ ７２５ １８００ ２２５ １３５０ ２２５

４０００ １４００ １２００ １４００ ２３００ ５００ １３００ ５００

４０００ １２５０ １５００ １２５０ ２３００ ３５０ １６００ ３５０

２９００Ｂ 竪型胴取出し ２４３０００ ８２８ １３４４ ８２８ ３０００ ８２８ １３４４ ８２８

０８－１１－２８

守部 初見 滝沢 根岸

２０００Ａ 横型上取出し １８４０００ １１００ １８００ １１００ ２３００ ４７５ １３５０ ４７５

０３－０６－３０ 新規作成 守部 根岸０７－０８－１０ 図面集改定に伴い見直し 守部 川崎

２．コンクリート基礎は、完成後ＧＬ＋５０ｍｍ以上になるよう施工すること。
２１Ｎ／ｍｍ２以上とする。

明書等によりアンカーボルトの場合と同等以上の定着性能や引抜耐力等の性能を有する事
を確認すること。

注１．

２．接地接棒は、銅製であって、直径７ｍｍ以上、長さ３００ｍｍ以上のもの又は表面積が
６．６７１ｍｍ２以上のものを使用すること。
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異なる。したがって実際の個々の現場の設置条件に合せて寸法変更し施工すること。
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４００

１５０Ｂ 竪型天鏡取出し ８１２００ ３４９ ５０２ ３４９ １２００ ３４９ ５０２ ３４９ ２００
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０８－０２－０６ 誤記訂正 守部 川崎０８－１１－２８ ２００Ｂ追記 守部 川崎
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訂正ケ所 訂正年月日 訂　　正　　　理　　　由 担当 承認
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ｍ
ｍ

以
上



Ｌ３以上Ｌ２Ｌ１以上

Ｌ以上

セ
ン

タ
ー
振

り
分
け

セ
ン
タ

ー
振
り

分
け

Ｄ
以

上

Ａ２

呼　　称 品　　　　種 Ｌ Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３ Ｄ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３

３００Ｂ 竪型胴取出し

５００Ｂ 竪型胴取出し

９８０Ｂ 竪型胴取出し

ＬＰガスバルク貯槽

参考基礎図２－－－

株式会社 関東高圧容器製作所

日　付

図　名

製

品
名

図
番

作　製 検　図 検　図 承　認 尺　度

バルク事業部 ＢＬＨＣ－０３００５

３本アンカー用
参考図

１５００ ４７５ ６７５ ３５０ １５００ ３６０．５ ７７９ ３６０．５

１８００ ４９０ ８２５ ４８５ １８００ ４２３．５ ９５３ ４２３．５

２２００ ５７０ １０６５ ５６５ ２２００ ４８５ １２３０ ４８５

Ｄ
１
以

上
Ｄ

２
Ｄ

３
以
上

Ｈ
以
上

配筋　φ１０　＠２００クロス

Ｇ．Ｌ

５
０

砕石敷き・転圧

アンカーボルト位置

３－Ｍ以上（アンカーボルトザイズ）

０８－１１－２８

守部 初見 滝沢 根岸

備　　考

（１）
１．
注１．

土木工事
堀削底面には砕石を敷き詰めランマ等で転圧後、８０ｍｍ～１００ｍｍになるようにする。

地盤が軟弱な場合は、深さ１０００ｍｍ程度の堀削をして土の入れ替えを行うこと。
注２．設置予定地がアスファルト舗装又は、鉄筋の無いコンクリート面の場合は、堀削範囲の

カッター・はつりを行った後、上記処理を行うこと。
（２）コンクリート基礎工事

１．基礎は、鉄筋コンクリート造り又はコンクリート造りとし、コンクリートの設計基準強度は

（３）貯槽の設置
１．バルク貯槽は、コンクリート基礎にアンカーボルトにより固定すること。

あと施工アンカーを用いる場合は、コンクリート製基礎に十分固着させたアンカーボルト
の場合よりも引抜力が弱くなるものがあるので、使用するあと施工アンカー製造業者の説

３．接地接続線（リード線）は、断面積５．５ｍｍ２以上を使用すること。
４．接地接続線は、φ１０×１０００ｍｍを標準とする。
５．接地接続線の接続は、接続線同士は、リングスリーブにて接続し、貯槽への接続は、

丸形端子にて貯槽の脚に設けてあるアース接続穴にボルトナットで固定する。

０３－０６－３０ 新規作成 守部 根岸０７－０８－１０ 図面集改定に伴い見直し 守部 川崎

２．コンクリート基礎は、完成後ＧＬ＋５０ｍｍ以上になるよう施工すること。
２１Ｎ／ｍｍ２以上とする。

明書等によりアンカーボルトの場合と同等以上の定着性能や引抜耐力等の性能を有する事
を確認すること。

注１．

２．接地接棒は、銅製であって、直径７ｍｍ以上、長さ３００ｍｍ以上のもの又は表面積が
６．６７１ｍｍ２以上のものを使用すること。

４

※　本図寸法は、基礎の参考最小寸法値であり、メンテナンススペース等を含まず、設置スペースとは
異なる。したがって実際の個々の現場の設置条件に合せて寸法変更し施工すること。
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０８－０２－０６ 誤記訂正 守部 川崎

２００Ｂ 竪型鏡取出し １５００ ４５０ ６００ ４５０ １５００ ４０３．５ ６９３ ４０３．５ １０２００

０８－１１－２８ ２００Ｂ追記 守部 川崎３

訂正ケ所 訂正年月日 訂　　正　　　理　　　由 担当 承認

１２－１２－２８ ３００Ｂ　脚変更による【２４東１１９９０～】 守部 守部４

０

訂正ケ所 訂正年月日 訂　　正　　　理　　　由 担当 承認
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